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DNAからみた霊長類の分岐･系統
植田侶太郎･泣辺gkE久(n!大･班)
分子レベルから詔艮Wtの分岐･系統を耶折しよ
うとする研究は1960年代初頭にタンパクTIをその
研究対象にして開始され.現在DNAへと研究の
中心が移ってきている｡本研究ではDNAの一次
的造(塩基配列)の比較からヒトならびにア7.)
カ産頬入校を中心にした詔長頬の分岐･系統を明
らかにし.それらの分岐年代の推定を試みること
を目的とした｡
免疫グロプ1)ンIgEのH鎖定常部を支配するG
迫伝子はヒトのゲノム中に3つ存在する｡Cel退
伝子は発現される遣伝子であり,残り2つは擬逓伝
子である｡これら挺辺伝子のうちQ2迫伝子は組
み換えにより切り縮められた形となり.a 8迫伝
子はイントロンを完全に欠失し他の染色体上に転
移したプロセスト迫伝子である｡擬迫伝子の点突
然変窮率(進化速度)は発現される迫伝子の進化
速度よりも高いことが知られている｡
我々はこれまでにチンパンジ-,ゴ1)ラおよび
オランウータンのα3プロセスト擬遺伝子をクロ
ニーングし,Ce3遺伝子の近傍の領域を含むそれ
ぞれ約2500塩基対さこわたるDNA領域の塩基配列
の決定を行なった｡これら霊長類のCe3遺伝子の
データと既に全構造が解明されているヒトのCe3
近伝子の一次構造のデータとをあわせ,現在種々
の解析を進めている｡また.テナガザル,ニホン
ザル,カニクイザルのCe8主巴伝子についてはクロ
ーニングの段階まで終了し,現在塩基配列の決定
を行なっている｡
=ホンザルの歯にみられる地域個体群の形態変
異に関する研究
近藤勝美(東大･理 )
ニホンザルの形態の地理的変異の詳細を明らか
にするため.6地域個体群(金華山･日光･房総
･小豆島･市崎山･屋久白)由来のニホンザルや
梅坪本(オス139 個体.メス105 個作)の永
久歯の計測値(近遠心径および期告径)を伐って,
I)歯のサイズに地域個体群問で差5q･があるかど
うか,2)あるとしたら各地城個体J刑まどのように
位田づけられるか,を検討した｡
6地域個体王制こついて分散分析をおこなった枯
･果.オス･メスとも32諾悼TJqi日中28項目で有志(p
-0.05)な差がみられた｡木土のニホンザルだ
けに限って分散分析をおこなっても.かなりの数
の計測項目で市忠正はでるが,オスとメスで布忠
正のでる項目が大きく食い適う｡
各計測項目の平均値を6地域個体群問で比較し
たところ,金華山および屋久白のサルのオス･メ
ス,小豆島のサルのメスの歯が小さかった｡
ニホンザルの歯のサイズに地域個休群間差があ
ることがわかったので,次に頼歯の計測値20項目
をもとに距離分析をおこなった｡マハラノビスの
汎距離を求め,主座標分析法で2次元に展開する
と.房総のサルが他地域のサルから離れるが.距
離が有意(p-0.05)となるのは,オス.メスと
も大部分が屋久島のサルと他地域のサルの間の組
合せに環申した｡ペンローズの大きさ距離はオス
とメ･スを分離するとともに,島峡のサルを本土の
サルから分離する傾向があった｡ペンローズの形
状距離は屋久島と小豆島のサル.Qモード相関係
数はこのふたつに加え,房総のサルが特殊化して
い`る可能性を示唆した｡
島峡の地域個体群で歯が小さいことが一般的で
あるのかどうか,また,ヤクシマザル以外にも形
牒的に特殊化をとげた地域個体群が存在するか否
かを,さらに多くの地域個体群についてのデータ
を苫田して,明確にしていきたい｡
ニホンザルにおける出産育児経験の母子関係に
およはす影響
田中伊知郎(東大 ･理 )
ニホンザルにおける出産育児経験の母子関係に
及ぼす影響を明らかにするため.出超経験の旅い
第一子と節二子の母子関係を同じ母親で比較調査
した｡調査対象として.長野inr<下市井矧山ノ内町
地獄谷に飢付けられている志田A-1群を選び.
調査方法として母子のペアに対する個体追跡法を
用いた｡昭和59年初産の母子6組を調査し,昭和
61昨春このうち5個体の母親が出産したので.今
回の共同利用研究では,この5組の母子を追跡対
象とした｡昭和59年の調査と条件を同じにするた
め,生後1ケ月を観察期間とした｡
両者の違いとしては,(1)第一子では,母親が,
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